
LIJ仲 AL有様藁の#～扮系lTlh11刑にbeで

炭砺爆薬の岩籾系済焔部に裁て
(ギー4126年 4)JZOrJ l 用)

山 崎 随 yr

(lE本比重経文全紙Jllf無代正好)

1 日 的

ftの研究のIt釣(I-i洪棚 JRの折R7月として,現在EL:

屯にLd･lりされている欠巻の代目6.を･11LJろ叶(･あり.之

に上L)様方の竜成分たる的佃アンモンと兆拝して起ち

当恥及剛 とのI細 を改良し,JE労を寸Llする械なく克灼

凝椎にやすも安全性をl礼lさせろ7J-でもろ｡

Jl 泊地¶ i:待 引 こ当って考慮 した要 旨

和仏粕の生肋 :チエ易に尻内&t掛川発ちもので,a

つ併 的にも成り立つものT._r･日田としたltと,講究に

当って胴 Lた料Wl鮒 は,様式Eの概念をJhないもの

であるが.先払の紙幣… にm山の.･■､LJ･:多く,実れ
H身不満性拘冗 Cある先.L石粉に,放粥とし{金7Z:の放

化軌 ノ･.,yン化物故鯛 34朝等を〃七拝すろ時.是等

が祐iZIl=於けろ掛合圧'亡､は印子の化甥Ji'Sと同様に何

れも吸黙虹 xでもろZPに)TUとiしたもので,柑 二大抑

弛糾拾 (R l-JI).似払牢Dl及itl飲甲 に上る碍財 投の

拓il地 等の馳 L'＼は 1肌 9C以T C,ある印が実3-しい

煉'eもった｡(lCTVoln'p87さ附)

皿 冥出 典 (美-)

細 末治他用の洪投は,生として献 1イナマイト

に上l)突放され,多くの瓦雌 雄1二軍する安全変及珪

鰍 汝が葵施されたが.荻の代浜的なJW は洪 1の如

く,沿脚 煉nIの或るものは..CHlyスに対して相

当の劫月払:あるけjl,jt,淡艶に対しては:(.qPtOまの様

L二田叫 まもろが,一哉 に艶熊の漁 を対す必要を短め

たo

IJZF21安生榊 のIAJ乾ね 支qi袖 所の入澤JEEE'相

は正式憾 投の詐称 こ従って姥JkL,空grのIF煙

吊幹汝は柁 66cm 長 9Sc77)の怯発顎に655m の坑

i正からTLろ釈放坑泊で,倣確認中クとにバター/Lン浴さ

れた 32m/mJli,t荘PL田町lJ'頚也を獄llJして CHlガ

ス浸腔9,'''に 亡苑射し,舟火の剤Si;を内牧LCLfTTうもの

でt,ろ｡約 的荘TイブTイトの側 は.辞見守

(和 319士1日 m/m, 深 595±05Ⅰ吋m)内lこ拭科

99士01g なけ赦し,水入fシケークー小に約め,rEE

退 1r'C 粥虻80､857.' の処に貯糖 し,経巡特r;Hと

哉轍 の純綿1L_,求め,邦のiE切よI)比世した｡その括

非は脚 としこ釆glを含Lll外のものは壮｣ミの=持田

'Atダイナ･7イト上L)rl王に甘生yl性は少'-LtLIf火がIlJら
LLた｡Z如化武治は耕地 三に上ろもので,tt称 -1顎LB

50-550Cに作って,Pt月皿 (8!53±05mmnl33土

Il吋m)に手込匹IBなして盃をなし,丑iL 23士 30L:削

R'80-S57.'の処に貯鍍し.M於の折は 38crnのT正
G2上L)頚城 (Gl20m/m yt牡的353ど)7'L;托珂1hlにu

l寸描 1･させ,(馬貨石を/刺)かr)好IJlに入った規の斬即

位を芳弘)'についた柵 より田嫌に淡め,I抑 】のti15と
弗に間化の視軸 :一･定になった処で実態1111本を述iruに

してJ絶交する方法で,共の枯ntr'_一助にLrIl扮なた/urC

いる的Wl鞠は充班の棚 に灯せ T,同化の挿rn】1Li.先甘

Tl-114.と比較して非常lこ少い 郷が刈った｡1.r,Ju:飴に岨M

した封塩湖の甘L空.'三大Elh2∩･-3指 (met.h/rl･ter)20'言,

35-6(蔓25ブJ. 60-10(書20.,I;,一oo-2哨 207'',
2Cr善一152.,'のもので,竹野とあろのは 30喋 S･皇祖

したもの (･もろ｡

Ⅳ 奏駈 果 (共ニ)

さきのy:拾献 上l)脚 杓輪帯の和様作帆 +_-戟

L=CLl4gスに対しては勅封と大で あろが,組 l二は粗

相QJ丑を材す必要がもろと蓋 う輪柴より雄 押榊 の

度々の7:急を災為した｡JW の敵がミ粥Zの如く守HI

ti=罷:との如き多子L姓為実に,沃反軍しくはJlの化合柚

を鵬 の担体として肋 ,ろ時はjF常に助力さあちIPが約
･つた.

火中のIfl型頓吊R酸の坑iaはさきの CllJガスとトd

Bのものであるが,想凧されたLqeESの故Tに蹴 F)

100g を散布し.発棚 蔓肉nにて貌弘府火の河定を♯

するもので'賢母の枕怨はヰて CH-N又の粘合と同

塊である｡ 小顎臼砲Rn比延1ミFa抱 (樫 30cm長

50cm,粥 tq!45t:m.托 55cm)と鎌発議 (世375

cm,長 235m)からなるもので.共 の内部に鵬 撒

布妙 =坑丑の鎚にそってFlrrlに乾けら1Lろ輔にしても

I) (長 15m),共の1･TBlに淡喋200-250gを甲E3に

牧而して笑殺に処するもので,兆投に供した紬 JIJBi

膜は蝶粟抜橋井玲伊けL州-E3Trと同加持のものである｡

砿tdは-クフィン浴された 32】u/m の六号'LtL災筋管

付で,之を日砲門に炎･jlLて朔射し,肉眼によI)JTj火

の状況を判定するもEDCある｡
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l 冶 措

光琳 棚 のiR正Iii一泊 と桝 との反応か軌
Jaleもろホモ雌 として光Pt的I=-珊 Il来ろ桟発

力はられ1A:,末文的には多くのrqZbて残され.乍校

の研究に持つ姓大でもろが.'LL兄的には'at句のfW .

杜触 桝 によI)は男としての馴 化の雌 ･:<改

JlL,収力.:Al'&共に大IZも淡鵬 のLFl11はrLTAE~(･

あl),比のtiの汀脇 称 え他 野党捉まにもJtの睦It･

I什Tち1汀がIl悦 ろ｡

llL▲F託に当りましては_i:学は士日野群脚

脚 LEEの脚 をtIJました'巾こ対LgitlヱL)軸 の

jry拓け1JtJも.こ,屯同 好花 市九州支所の冬mh'

所長Hl,1肌長.脚Il.披Fi.内谷井即 の棚 的.

並びL二才【必打Jaに'Jl力して瓜 ･た森本 (J71),柿 .Y木At

Llに対しJ'iくAi;7LIの丑をやす｡

OFltheCoal-mlnCExplosivesContamlngTモock-dustsandMtneTallZerS

ByTakilShlgCYこImaS'lkI

Etotk<ltlstFhmc･rt;tltJL3CrSCOnW 10rJnnCLIVC rockllltRt,1EIllllmlnt,rLIllJCrS(111Ctnll(I

oxldtS,71nlltIcsnntlrncl州1CS爪11fli-tL').The)tenetCnllかIhermLl●ELI)I)∩thee叩lo､lUn,

和 Ihlltthe) I:mnrctluccthee叩lo羊】〇° TlSk90rmeLhEtrLCOlCOLtldusLaLrm.Xtl一rtS

M oreoヽcrthc〉cilnrd ucc一llell)grOS印PlelLyAndlIAkJngtentlencyofammo;lLl】m

dynArnlLCS (Xlhor)ktL)Pkuに f;)

低比重 (LD)碑をダイナマイトの発破成績

(q A]20JilSJ】25llri TU

火 庶 正

(経たJ&鑑Pエ13)

= Efj u

〔り 】929年 仰 和 4年)Jf京に於て脱伽せられ

たJJlA=零会議で,当時米Hk山局火封 と学吉I炎であ

った Murtroot4士は淑ヰ川畑茄としては托比文代は

劫のものがPRR的'Cあろと述べた｡Pt比棚 邪はgjilJ

米用で･考案され 1927iF･納めて伽 に1AEIllせられるに

:i;I),ここで非常な発達をiBげ献 瓜く仙 ･らttろ柾

になった｡英閃1二は 19J】年額入せら11,てLU_年-JI当

時の HobbLnlLeをJ?i生して洪JqJll誼Ipl提琴として採

川せられ.何楽歎額Lこ放てltその圧ULを加められて経

んにlAr目せL}れ,I?E]米【qではeEにJtm05相性のも

のまでが妬Ilほ れていろ｡

任比棚 方の虹 技lこついては,多故のIW 特許

が肺 されてA･HI,之が棚 についても塊架の渉

創りを内 I-せしめ.石盤 トン当りの埋ま冊 もb･少く

ですむとLI)鞍や.Iを.TX折にJLろことが川東ろ｡例えは

T) Hay及び R V IVTlecler(TTAmS hlSt.WlD

伽g 19J1-52)に上illf荘掛 に上らず して之と

内 L;弧 を托Jtu 男に上って起すこと5'JLI東,或る

洪■では 57ぐm nのBを乱過すろ控の大きさの石At

はt'JILh'村人した｡父 ))-.Lamt光rttTnLltATLtlrl

た G(竹1ITll.I,LnLllLl,193J)は突地ズJaの拙月uRTt:

棚 は大きな塊を作ろ.rliでは lbbblT),lCに^常lこ

似ているとLつてい ろ｡空に後は位比EiEf男と書inの

証FLTWiZiとで8助は弛むTiiつたや告を比較して-その

れり日を誼 じ托比爪燃繁はその腰耶 圧が粥いた桝こ8)
耶1りIJが少いとも雄 べていち｡ ll 1一叩nnll(Cf山

)lcry(;tlzt'dlan):ln 27,19i3)lこ上川 f紫円に於て

ほ英IqLpJ脱 脚 の肋 芯 く行 は_iLているかr,托tt'

棚 茄はこの滋い蹄を絆くEtL方法'E･あった.その地

米LjI乾山よいitlTC.1t10fllLn,加日 や Jro:IAT)tl

C(utTrReヽ 又 lm I妃､IAIChem】L=LtllntlLはtrlCg

LILIQ)CI妃遵(_-どlこも棚 ITがある｡

⊂2〕 itは 4)爆軸 +.仕丁!散 楽とej平助火とL二分

けらiL7,｡仕ポ鼓月さは按だ生成Hスが爆発輸呼の放缶
からECM .にじとiしてI‡技の択誌にT_ろ土でに2iLIリ
ろtJ:WJLW で1は払ノ)芋的に訂耳l憤 る｡
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ここに †は火aFの力.Tは重臣及びB-紗 比一


